
令和 5 年度 第 1 回がん情報提供資材 2024 年版 編集委員会 議事要旨 
 

開催日時：令和 5年 7 月 21 日 14：00～16：00 

場 所：Zoom を利用したWEB会議 

出 席：5名 

与儀淑恵（NPO 乳がん患者の会 ぴんく・ぱんさぁ）、田盛亜紀子（やいまゆんたく会）、江藤甚之
助（やいまゆんたく会）、増田昌人（琉球大学病院がんセンター）比嘉優花（琉球大学病院がんセ
ンター） 

欠席：6名 

島袋百代（パンキャンジャパン沖縄支部）、金城敦子（がんの子どもを守る会 沖縄支部）、宮平有
希子（がんの子どもを守る会 沖縄支部）、金城由紀子（社会保険労務士）、岸本こずえ（沖縄県教
育庁保健体育科健康体育班）、城間忍（訪問看護ステーションはえばる） 

 
 
【内容】議事次第により進行 

 
１．がんセンター長あいさつ 
 
２．編集委員メンバー紹介 

議事に先立ち各人から自己紹介があった。 

編集委員 7 名が参加予定であったが、当日の都合で４名欠席となり、編集委員 3 名と事務局 2
名での会となった。 

 
３．がん対策推進計画について（当日資料） 
  増田より沖縄県のがん計画について説明があった。 

「誰一人取り残さないがん対策を推進し、全ての国民とがんの克服を目指す。」を全体目標とし
た上で、国の政策をもとに各都道府県では、がん対策推進計画が立てられ、県ごとのがん対策活
動が進められている。がん医療や情報の均てん化の各分野における現状と課題、がん医療に関す
る相談支援や情報提供、がん対策の骨格について説明があった。 
また、おきなわがんサポートハンドブックが発行に至った経緯について、分野別の施策として、
「がんとの共生 相談支援及び情報提供」で、がんと診断された患者・家族の療養生活の質の向
上を目指して国民に正確ながん情報を伝えるため、2010 年に沖縄県と他 5 つの県で試作版を作
成することから始まり、現在は 37 の道府県でサポートブックが作成され公開されている。 
 
がんとの共生を目指す社会のために、「情報の均てん化」に向け、ニーズや情報等の把握を進め、
医療や社会的に支援が必要な方々を信頼できる情報源に導くこと適切な選択ができるよう、自
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立を支援する情報ツールとして活用していただければと思う。これらを踏まえて編集委員皆さ
んから意見をいただきたいとのことであった。 

編集委員より、当日に資料を提示されたため急すぎて意見出しが難しい、前もって資料を送付す
るなどしてほしい。また、本会議で元々7 名参加予定だったが 4名が当日の都合で参加ができな
くなった件に対して、参加人数を把握して、人数が少なければ日程を再調整したりするべきでは
ないかという意見があった。 

増田より、これまでの不手際について謝罪があった。今後は多くの方が参加できるように日程調
整、余裕をもって資料を送付するなど、きちんと対応を行っていくと説明があった。 
 
2023年版の改訂内容（案）について 
今年度事前に、編集委員、患者会所属の方、医療機関のがん相談員へハンドブック 2023 年版へ
の感想と変更等のアンケートをお願いし実施した。 

アンケートの内容について、情報は年々充実しており完成度は高いという意見が多かった。その
一方で情報量が多く読みにくい、手に取る方があまりいない、認知度が低いなど見直し点につい
て意見があった。 
本書は患者さん向けだが、内容によっては医療者目線が強い印象がある。患者さんが必要な情報
に重きを置くため、患者さん・ご家族の視点を取り入れ情報を絞るなど、「読みやすさ」「わかり
やすさ」を強化していく必要がある。また、本書の認知や医療現場での浸透、ニーズの内容確認
に取り組むことが重要であると説明があった。 

また、今年度は公益財団法人がんの子どもを守る会沖縄支部と琉大病院がんセンターが共同で
制作した、「おきなわ小児がん相談支援マニュアル」の情報を本書に追記することになったため、 
情報量の増加と共にページ数も多くなるため、どの項目を減らすか。今後、課題に対して編集委 
員と話し合いを行い協議していく形で進めることとなった。 

  
４．今後のスケジュールについて 

増田より、制作フローチャートを共有画面に提示し、編集委員用務終了予定期間及び、冊子の印 
刷から納品期間の説明があった。 
また、次回の編集委員会開催日程については今回参加できなかった編集委員の方のみで 2 回目
の編集委員会を 8 月中に設けると報告があった。その後 3 回目の委員会を設けて改定案につい
て話し合う予定である。日程については事務局から調整依頼するとの説明があった。 
以上により「第１回おきなわがんサポートハンドブック 2024 年版 編集委員会」を閉会した。 

 



 第 1 回「がん情報提供資材 2024 年版」編集委員会（WEB 会議） 

 

日時：令和 5 年 7 月 21 日(金) 1 時～ 

場所：WEB 会議 

 

 

 

 

次   第 

 

１. 開   会 

２. センター長あいさつ   琉球大学病院  

がんセンター長 増田 昌人 

 

３. 編集委員自己紹介          （資料 1） 

４. 沖縄県がん対策推進計画について   （当日資料） 

５. 見直し案の検討及び意見交換     （資料 2） 

６. 閉   会 



2024年版 おきなわがんサポートハンドブック編集委員 名簿 

No. 氏名 所属 役職名 

1 与儀 淑恵 NPO乳がん患者の会 ぴんく・ぱんさぁ 代表 

2 田盛 亜紀子 
やいまゆんたく会 

（八重山のがん患者を支援する会） 
会長 

3 江藤 甚之助 
やいまゆんたく会 

（八重山のがん患者を支援する会） 
副会長 

4 島袋 百代 
パンキャンジャパン沖縄支部 

（膵臓がん患者会） 
支部長 

5 金城 敦子 
公益財団法人 がんの子どもを守る会 

沖縄支部 
代表 

6 宮平 有希子 
公益財団法人 がんの子どもを守る会 

沖縄支部 
副代表 

７ 金城 由紀子 
キャリア人財

マネジメントオフィス・PDCA
社会保険労務士 

8 岸本 こずえ 沖縄県教育庁 保健体育課 健康体育班 指導主事 

9 城間 忍 訪問看護ステーションはえばる 緩和ケア認定看護師 

10 増田 昌人 がんセンター（琉球大学病院） 医師 

11 比嘉 優花 がんセンター（琉球大学病院） 事務 



 がんサポートハンドブック 2023 年版【意見提出用紙】  
＊内容に関するご要望（修正、追加、削除、その他 ）どのような内容でも結構です。 
ご意見をお聞かせください。ご協力の程、よろしくお願いいたします。 
一枚に収まらない場合は本紙を複写してお使いください。用紙の型式は問いません。 

 
※お手数おかけいたしますがメールまたは FAXにて、 
ご返信をお願いいたします。 

氏  名  

【2023 年版に関する感想】（良い点・分かりにくい点など） 
 
 
 
 
【変更箇所等】 
※2023年版での 
ﾍﾟｰｼﾞや項目名など 

【変更要望や問題点等】 

  

  

  

  

  

※【削除できるページや項目名など】箇条書きで良いです。 
 

ハンドブック追加配布先について 
 

提出期限 6／30（金） 

お問合せ：  
琉球大学病院がんセンター 比嘉 
TEL:098-895-1531/FAX:098-895-1497 
yuka1001@jim.u-ryukyu.ac.jp 



1 目次ごとに分かられており、概要が記載されているのでがん相談以外でも使いやすい。

2 追加、修正した箇所が分かり難い。

3

4

5

6

7

8

9

10

おきなわがんサポートハンドブックへの意見まとめ

1冊の情報量が多いので、なかなか目を通そうとは思わない可能性がある。

第3部については、省略してもよい気がする。

2023年版に関する感想

がん患者やそのご家族の方などをサポートする情報が網羅されていて、写真やイラストもきれいで、と
ても読みやすい印象でした。何について調べて何を知っておくべきなのかも、この一冊で完結している
ような印象で、もし自身の周りの誰かががんになった時、このサポートブックの存在を知っていると心
強いと思いました。その一方、実際患者さん自身がこのハンドブックを手に取り読むのかという点に関
しては、疑問に感じました。

毎年項目ごとにわかりやすくまとめていただきありがとうございます。治療を進めていく・緩和ケア病
棟へ案内する患者様やご家族様との面談時に活用させていただいております。がんの診断がついた時か
ら治療、終末期の方まで多くの方が活用することができる内容ですが、手渡ししても当院では読んでい
る患者様・ご家族様が少ない現状があります。理由のひとつとして「見たときに内容が難しそう」との
意見がありました。冊子を見たときに好奇心を引き付けるような見た目（表紙やサブタイトル）の印象
の工夫があると、気軽にサポートブックを手に取りより多くの方が目を通すきっかけになるのではない
かと思いました。

相談対応時に活用しています。WEB版も使い慣れると便利です。ネットでも確認できることを紹介し
たいと思いました。

がんの疑いがあると言われた際、何をどうしたらどう考えたらよいか分からないときにこの冊子が指標
となり、救われる気持ちになると思いました。ただ、そのような方が冊子を手にされた時、文字が多く
混乱される方ももしかしたらいらっしゃるかもしれないとも思いました。圧倒的な情報量をコンパクト
に収めたこの冊子は今後も継続して作成してほしいですし、共に寄り添う冊子であってほしいと思いま
す。

1冊に情報をまとめるのではなく、ターゲットや分野を絞り、内容をコンパクトにした冊子を複数作っ
た方がよいと思う。（10ページ程度の小さい冊子）

QRコードから詳細に情報を得ることができるので良いと思いますが、高齢者でQRコードを読み取れな
い患者さん、ご家族への情報提供を今後考えていく必要があるのではと思います。一部の病院の医師よ
り、このハンドブックを手渡すことで他の病院に転院してしまうから渡すなと言われた看護師がいま
す。がん拠点病院から、地域の病院へ必要性の説明を行っていただきたいと思います。

1 ページ
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12

1 面談に望むときの質問集・信頼できるネット情報の提供

2 【第2部 よりよい療養生活を送るために】全ページ

3 第3部

4 県内のがん相談支援センターの情報

5 体験談は同感することもあり、勇気になる。

6 すべてが役に立つ情報で素晴らしいと思いました。

7 がんについて相談する・セカンドオピニオン・県内の医療体制について。

1 P19治療についての国から全体的な事は捉えられるが再発や転移の部分の様子が知りたい。

2 病期の進行状態や、治療方法等の詳しい情報をしてほしい。

3

4 がんについて相談できる場所についての情報

5

6 介護保険の利用方法をもっと詳しく。（何に使えて、何に使えない等）

7 抗がん剤治療で髪の毛が抜けた頭をカットしてくれるおしゃれな美容室。

巻頭綴じ込みの「がんと言われたとき、すぐに役立つヒント＆リスト」の項目がページを開いてみたい
と思わせた。私は、１・３・７の順に読み、その後は順序よくページを追って読み進めた。治療7年目
に入る今、がんと言われた時（1年目）に読んだはずの項目にどう反応したか思い出せない。冊子をど
の段階で読むかで理解度が違うと感じた。「担当医と話す」や「セカンドオピニオン」については、患
者の待ち時間や「自分で調べてから」との思いで説明を受け、家に帰ってその冊子を読むのに終わって
しまった。担当医へお任せできてしまった。医者への信頼感があるのでいいのだが。医者の立場からの
情報の欄があってもいいかな？と思う。

欲しい情報も大切な情報もすべて入っているので素晴らしい本だと思います。しかし個人的な意見です
が、私の場合「がん」と分かってすぐはパニックになっていたので、なかなか読み込むことができませ
んでした。（自分がな何に悩み、不安なのか落ち着いて考えられなかったため）なのでP19のチャート
のようにパッと見て自分のこれからの治療の進め方や、考えておいた方がいい事、準備する事等が分か
りやすく書いてあるといいかなと思いました。

どういった内容が知りたいか、または掲載してほしい内容。

友人から相談を受けた際に、「子供がまだ小さい何をどのように話せばいいのか？」との話がありまし
た。子供向けの絵本を使って話すなどのアイデアなどもあればよいと思います。

身近な人（家族・友人）との向き合い方、接し方について。どうしても本音が言えない、大丈夫じゃな
いのに大丈夫って言ってしまいがち。

役に立った項目

2 ページ
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10 P60「自分らしく生きる」緩和ケアの事について早く知りたかった。

1

2 前年度からの変更箇所を分かりやすく表示してほしい。

3 冊子の最初か最後のページに拠点病院連絡先があると良い。

4 拠点病院連絡先一覧がほしい。

5

6

7

8

9 診断後の得たい情報をフローチャートで進み気になるページがすぐわかる。

10 もくじ もくじの・・・が長すぎる。小見出しは中見出しとずらしてほしい（読みづらい）

11

もくじ

「よりよい療養生活を送るために」もしくは「県内の医療体制」に
がん治療中の方がリハビリできる入院施設の情報

変更要望や問題点等

変更箇所等ページ

がんと言われたとき、すぐに役立つヒント＆リスト
２がん相談支援センターを利用する
担当医の説明を聞く十分な時間（30分以上）を調整してもらいましょう。→（30分以上）を
削除してほしいです。
通常の診察時間が短いと、勘違いする方がいたためです。

外見ケアの相談（具体的な商品など）はどこに行けばよいのか、どのような症状がでたら、すぐに受診
したらよいのか

体験談がもっとあるといいと思う。

好みの問題かもしれませんが写真に圧迫感がある。

本文全体が行の終わりが変なところで改行されている箇所があり、読みにくい。例えば巻頭
綴じ込みの4行目、「寄り添いた」で切れて、次の行に「い」がきている。

写真、イラストで美しい海、自然が使われていますが、冊子の内容との関連性が分からない
です。写真からのメッセージが何か分からないです。

綴込み
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折込部

P10　吹き出し

12

とじ込みの3ページの内容を、患者さんが必要な情報にたどり着くための「がんサポ利用ガイ
ド（仮称）」に置き換える。イメージとして、10ページ下部の吹き出しの図を綴じ込みに移
動し、がん患者のつぶやきから詳細ページへと案内するつくりとする。※10ページ下部の吹
き出し図を削除することにより空いたスペースで、がん相談支援センターの目的や、相談で
きる内容（具体的な相談内容を例示）、かかりつけの病院にかかわらず誰でも利用できるこ
となど、がん相談瀬支援センターに関する詳しい説明を追加する。※現在の綴じ込みの左側
と中央にある内容は、16ページにも情報が掲載されており、重複して掲載する必要はないと
考える。※綴じ込み右側のページ（「診断から治療までの流れ」フローチャート）は18ペー
ジに移動する。この際、現在18ページに記載のある用語の解説は19ページのフローチャート
内に入れ込む。ただし、一般の患者ががんサポートハンドブックを読む段階で必要な情報と
しては、P19のフローチャートにある内容で十分な印象も個人的にはあり、「診断から治療
までのながれ」フローチャート自体の削除も検討してはよいのではと考える。※国がんの
「がんになったら手に取るガイド」も、目次とは別にガイドマップを設けているので参考に
していただきたい。

綴込み

4 ページ



12 綴込み

13

14

15

16

17

18

19

20

21

P29に全離島の「がん患者さんのための療養場所ガイド」の写真を載せているが、こちらは
削除して、P28下段の説明文に見本の写真が一つあればよいのではないかと思う。

（１）緩和ケアについて
「（１）緩和ケア」→「（１）緩和ケアは診断時から始まります」または、「（１）診断時
からの緩和ケア」に変更する。

P34

下から3行目　言葉の揺れの修正
（誤）がん診療を行っている医療機関→（正）がん診療を行う医療機関 に修正

P29

P28

「妊孕性温存療法」難しい印象。内容や助成についてもう少しわかりやすく、かつ詳しい情
報が欲しい。

下記の図がスペースを取りすぎているので、縮小するか、表形式に変更する。P34

P34「緩和ケア」がんと診断時からの緩和ケアは誰によってどういうケアがなされるのかの
記載があると分かりやすい。

P20 /21

P34

フロー図中の「緩和ケア」と「ターミナルケア」の箇所に、それぞれ詳細内容が掲載されて
いるページ（P34、P60）を記載する

P18～19

P12 本文にルビがほしい。

　　(参考)「がんになったら手にとるガイド」より
　　※国がんの「がんになったら手に取るガイド」も、目次とは別にガイドマップを
　　　設けているので参考にしていただきたい。

P10がん相談支援センターの内容をもっと詳しく。冊子の中に「まず相談支援センターに相
談を…」と何ケ所も出てくるがどのような相談が受けられるのか？例えばP13（2）「担当医
の説明を聞く」で相談支援センターに…とあるが日程調整もしてくれるのでしょうか。P10

5 ページ



22

23

24

25

26

27

28 医療機関名、主治医名、医療機関の連絡先の記載欄

29

30

ノート欄

P36

P36

外見ケアに関して情報を増やしてほしい。

障害年金の質問は多いです。障害年金「日常生活に制限を受ける状態になった患者」とある
が、受理された方の事例があれば掲載してほしいです。

「患者会」患者会や支援団体、サロンの紹介の部分をもう少し詳細に、どういった組織でど
ういった人が相談に乗ってくれるのかなど、可能であればイラストや写真等の掲載あればよ
り連絡しやすいのでは。

P35

子育て世代へ、がんになった親を持つ子どもをサポートするさまざまな情報やプログラムを
提供としてNPO法人Hope Treeを案内を希望します。

P86

P52

P41～45

ノート欄
P92

「（２）さまざまな身体症状への対応」について
※「（２）さまざまな身体症状への対応」は削除する（（１）と内容重複のため）。
※上記を削除する代わりに、緩和ケアについて具体的なイメージがもてる内容にするため、
（２）緩和ケアを支える様々な専門職　（３）緩和ケアを受ける場所（通院/入院/在宅）を
追加する。

※「（１）外見ケア」→「（１）アピアランスケア」に変更する。
※「医学的・整容的・心理社会的支援を用いて、外見の変化を補完（※）し、外見の変化に
起因するがん患者の苦痛を軽減するケア」のことをいいます。
※治療で外見が変化しても必ずアピアランスケアを行わなければならない、ということでは
ありません。」との公式定義を明記する。
※「県内のがん診療拠点病院に設置されているがん相談支援センターでは、アピアランスケ
アについてご相談いただけます。がん相談支援センターでは、患者さんだけでなく、ご家族
や、その病院に通っていない地域の方など、どなたでも無料でご相談いただけます。」のよ
うな、がん相談支援センター利用を促す記述を追加する。

「面談に望むときの質問集」は見開き1ページ程度で見やすいと思います。質問が加えられ
るなら、「わたしが大切にしていることは〇〇なのですが治療を継続/または終了した場合、
どんな影響がありますか」はどうでしょう。実際に家族からどんな言葉で質問したらいいか
相談があった為。

治療サマリを記載する欄　どのような治療を行ったのか（外科治療・放射線治療・薬物治
療・移植）、どんな薬剤を薬剤を使ったのか、治療終了後の学校や職場などでの健診で注意
してみる検査データなどあるかを記載できる。ノート欄が切り取れ、次年度のサポートブッ
クや自分用の治療ファイルに綴ることができる。

6 ページ
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2

3

4

5

6

7

1

2

P52 AYA世代のがんを考える

第3部

AYA世代のがんを考えるP52

第3部「お金のことについて」は削除しても良いと思います。

P63

門前薬局にはぜひ置いてほしい。待ち時間の間に手に取ることが多いと言われていました。待ち時間が
発生する場所に配布すると、手に取れる方が多いのではと思いました。本屋のがん情報コーナーおよび
レジに置いてみるのはいかがでしょうか。

大型スーパーやコンビニ。大学専門学校。社会福祉協議会。地域包括支援センター。がん診療を行って
いる医療機関やクリニックの門前薬局。

下部吹き出し図

（２）さまざまな身体症状への対応

P10

P10

P35

ハンドブック追加配布先について

削除したいページや項目等について

折込部右側のページ（「診断から治療までのながれ」フローチャート）

第3部「お金のことについて」の部分、適切な相談窓口を紹介できればもっと省略可能かな
という印象。P83の体験談で、どういう患者さんがどのような制度を使って負担や不安が軽
くなったのか知ることができてわかりやすい。

7 ページ



5月～7月 7月～9月 10月～12月上旬 12月下旬～1月 1月～2月 2月～3月

がん情報提供資材　『2024年版 おきなわ がんサポートハンドブック』制作フローチャート
※編集委員の皆様は青字表記・緑字表記のご対応をお願いします。緑字表記は事務局及び編集委員共有用務となります。

編集用務終了
お疲れ様でした。

議事要旨作成及び送付
議事要旨確認

編集委員会日程決定

印刷会社選定

編集作業
・各章内容ﾁｪｯｸ
・情報更新確認
・進捗状況確認

初校から色校
まで詳細ﾁｪｯｸ
・随時メール等

配布先決定

用務依頼
①制作ﾌﾛｰﾁｬｰﾄ（本紙） 
②事前ｱﾝｹｰﾄ実施
③編集委員会日程調整

編集委員会開催 (Web会議予定)
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・随時メール等

事業実績
報告書作成
※3月下旬

デジタル版アップ
※3月中旬

県と配布先調整

2024年度版 編集委員
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編集委員決定

メｰル･FAXにて②･③回答
回答とりまとめ

編集委員会日程調整

発送
※3月中旬

配送先病院へ
残数確認

編集委員会開催通知送付

デジタル版の作成主な修正は
   ここまで。

随時メール等

編集作業実施
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分担ｺﾝﾃﾝﾂ作成

印刷･製本･納品
※3月上旬

随時メール等
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がんと診断されて間もない患者さんの思いに寄り添い、支える事の助けとなることを目指して、 「信頼できる情報で、わか
りやすく、役にたつもの」をまとめたものです。
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「わたしの療養手釦PDFはこちらからご確認いただけます。
(PDFをご覧になりたい方は画像をクリックしてください）
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おきなわがんサポートハンド
ブック(2023年版） ► 

ホー ムページ
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2020年版よりおきなわがんサポー トハンドブックのウェブサイトを開設してます。
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↓ 体験談 l�

人の命を尊重する「命どう宝」の精神に基づき

人を大切にすることによって

沖縄に暮らすすべての人々が

人と人とが助け合う「ゆいまーる」の心で

がんになっても助け合い

安心して暮らせますように••…·。

琉球大学病院がんセンタ ー

〒903-0215 沖縄県西原町字上原207
TEL:098-895-1531 / FAX:098-895-1497 

がんサポー トハンドブックについて1お問い合わせIサイトマッブ

Cl 2023 Cancer Centre, University of the Ryukyus Hospital. 
© 2023 Okinawa Prefectural Government. 
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月    別 アクセス数
(Number of visits) 備    考

2022/4 16,752 アクセス数カウント開始

2022/5 14,069
2022/6 13,694
2022/7 11,221
2022/8 15,636
2022/9 10,540
2022/10 15,036
2022/11 13,529
2022/12 12,710
2023/1 9,222
2023/2 9,059
2023/3 11,255
2023/4 12863
2023/5 16882
2023/6 13376
2023/7 13694
2023/8 11188
2023/9 6224 R5.9.20時点

おきなわがんサポートハンドブック・サイト版アクセス数
※https://okinawagansapo.jp/plesk-stat/webstat-ssl/より抽出
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沖縄県がん患者等支援事業 

久米島町におけるがん患者支援について 

【目的】 
地域のがん患者等関係者、病院職員、市町村と連携し、久米島での患者会立上げに向けサポートを行
う。がん患者等関係者から意見聴取を行いがん医療の現状や取り組みなど要望について項目ごとに協
議し合う意見交換会を開催する。情報を交換し合える場を設けることで、自主的・自立的活動の促
進、病気に対する不安軽減につなげる。 

久米島町でのがん患者支援について久米島町役場福祉課、久米島病院院長らと面会を実施した。 

１．久米島町役場関係者との面会 
日時：令和 5年 7月 28日（金）14：00～14：40 

  場所：久米島町役場   

２．公立久米島病並木病院長及び関係者との面会 
日時：令和 5年 7月 28日（金）15：00～16：00 

  場所：公立久米島病院   

当日の様子 

【話し合いのまとめ】 
久米島でのがん医療の現状について、がん検診など、役場でのがん患者支援の取りくみや、がん医療
の在り方について、久米島町では、がん検診の受診率が低いことが課題としてあると話があった。 
離島だとがん患者だと知られたくないため、周りに相談できない方も多い。また、役場ではがん患者
さんから、役場や病院で意見交換できる場を設けてほしいとの要望があり、数ヶ月に 1回、がん患
者さんを交えて意見交換を行っているとの事。 
久米島でがん患者会立ち上げに向けサポートしていくために、役場、病院と協力体制を整えていきた
いと話を行った。 
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